
　

市
立
恵
那
病
院
で
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉
症
な
ど
）
の

治
療
を
行
う
た
め
、
炭
酸
ガ
ス
レ

ー
ザ
ー
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
に
よ
る
治
療
法
は
、

鼻
の
中
の
粘
膜
部
分
に
直
接
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
し
て
、
表
面
を
焼
く

と
い
う
も
の
。
処
置
後
は
、
粘
膜

が
か
さ
ぶ
た
の
よ
う
な
状
態
に
な

り
、
一
時
的
に
鼻
炎
な
ど
の
症
状

が
強
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
数
週
間
程
度
で
新
た

な
粘
膜
が
で
き
、
そ
の
後
は
、
花

粉
な
ど
を
吸
い
込
ん
で
も
、
粘
膜

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
鼻
水
や
鼻
づ

ま
り
を
は
じ
め
と
し
た
花
粉
症
の

症
状
を
、
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

処
置
は
外
来
診
療
で
、
３０
分
程

度
で
終
了
。入
院
の
必
要
は
な
く
、

処
置
後
の
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
保
険
診
療
で
行
え
る
た

め
、
費
用
は
３
割
負
担
で
約
６
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
人
差
も
あ
り
ま
す

の
で
、
全
て
の
方
に
効
果
が
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
お
悩
み
の

方
は
、
一
度
、
受
診
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

市
立
恵
那
病
院
志
２
６
―
２

１
２
１

　

市
立
恵
那
病
院
で
は
、
２
月
か

ら
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
午
後
診
察

を
、
週
２
回
に
拡
大
し
ま
す
。

□
現
在　

毎
週
木
曜
日
・
午
後
２

時
―
３
時
半
（
学
童
の
み
）

□
２
月
以
降　

毎
週
月
曜
日
と
木

曜
日
・
午
後
２
時
―
３
時
半
（
一

般
の
方
も
対
象
）

　
　

市
立
恵
那
病
院
志
２
６
―
２

１
２
１

　

韓
国
で
は
、
１１
月
に
発
生
し
た

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

で
、
１
月
２１
日
ま
で
に
約

２
３
１
万
頭
も
の
牛
や
豚
が
殺
処

分
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
口
蹄
疫
だ
け
で
は
な
く
、
国
内

で
も
発
生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
、
韓
国
や
中
国
な
ど
の
近
隣

諸
国
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
宮
崎
県
の
例
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
家
畜
が
悪
性
伝
染

病
に
感
染
す
る
と
、
畜
産
農
家
は

壊
滅
的
な
損
害
を
被
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

海
外
へ
出
掛
け
る
方
は
、
家
畜

な
ど
に
接
触
し
た
り
、
靴
な
ど
に

土
を
付
着
さ
せ
た
り
し
て
持
ち
帰

る
こ
と
は
、
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。
病
原
体
を
持
ち
込
ま
な

い
こ
と
が
、
一
番
の
予
防
で
す
。

　
　

市
畜
産
セ
ン
タ
ー
志
４
３
―

０
２
１
２

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は

申問　：問い合わせ　　：申し込み

　　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
、
交
通
遺
児
の
方
に
激

励
金
を
贈
り
ま
す
。
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

□
対
象　

①
５
月
５
日
現
在
、
県

内
に
居
住
し
て
い
る
方　

②
交
通

事
故
で
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
共
に

し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
そ
れ
に

代
わ
る
方
）
を
亡
く
さ
れ
た
方

③
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
か
高

等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学
校

３
年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支
援

学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を
含

む
）
で
満
２０
歳
未
満
の
方

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
、
父
ま
た
は
母
が
再

婚
し
生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
方
は
除
き
ま
す

□
激
励
金　

▽
乳
幼
児
・
小
学
生

＝
１
万
５
０
０
０
円　

▽
中
学
生

＝
２
万
円　

▽
高
校
生
な
ど
＝
２

万
５
０
０
０
円

※
申
請
時
か
ら
高
等
学
校
な
ど
の

就
学
中
（
２０
歳
未
満
）
ま
で
支
給

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪

　
　
　
　

防
災
情
報
課
（
内
線
３

１
６
）

●
総
火
災
件
数　

３６
件

□
内
訳　

▽
建
物
＝
１７
件　

▽
林

野
＝
４
件　

▽
車
両
＝
２
件　

▽

そ
の
他
＝
１３
件

□
地
区
別　

▽
大
井
町
＝
４
件　

▽
長
島
町
＝
３
件　

▽
東
野
＝
２

件　

▽
三
郷
町
＝
２
件　

▽
武
並

町
＝
２
件　

▽
笠
置
町
＝
２
件　

▽
中
野
方
町
＝
０
件　

▽
飯
地
町

＝
１
件　

▽
岩
村
町
＝
４
件　

▽

山
岡
町
＝
１０
件　

▽
明
智
町
＝
２

件　

▽
串
原
＝
１
件　

▽
上
矢
作

町
＝
２
件　

▽
中
央
道
＝
１
件

□
損
害
額
（
暫
定
）　

１
３
５
９
万

４
千
円

　
　

予
防
課
予
防
係
志
２
６
―
０

１
１
９
（
内
線
２
６
２
）

●
総
救
急
件
数　

２
１
１
４
件

□
内
訳　

▽
急
病
＝
１
３
０
８
件

▽
一
般
負
傷
＝
２
７
７
件　

▽
交

通
＝
２
２
８
件　

▽
転
院
搬
送
＝

２
０
８
件　

▽
そ
の
他
＝
９３
件

□
地
区
別　

▽
大
井

町
＝
５
１
７
件　

▽

長
島
町
＝
３
９
３

件　

▽
東
野

＝
６５
件

▽
三
郷
町
＝
７５
件　

▽
武
並
町
＝

１
２
９
件　

▽
笠
置
町
＝
３９
件　

▽
中
野
方
町
＝
３７
件　

▽
飯
地
町

＝
２１
件　

▽
岩
村
町
＝
１
９
６
件

▽
山
岡
町
＝
１
７
４
件　

▽
明
智

町
＝
２
６
２
件　

▽
串
原
＝
５６
件

▽
上
矢
作
町
＝
１
０
９
件　

▽
中

央
道
＝
３０
件　

▽
管
轄
外
＝
１１
件

　
　

消
防
課
救
急
係
志
２
６
―
０

１
１
９
（
内
線
２
３
４
）

　

総
務
省
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
」

に
対
す
る
支
援
を
、
現
在
、
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
支
援
策
の
拡
大
と

し
て
、
対
象
に
「
市
町
村
民
税
非

課
税
世
帯
」
を
加
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
だ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き

て
い
な
い
対
象
世
帯
に
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
、
無
償
で
給

付
（
配
送
）
し
ま
す
。

　
　

総
務
省
・
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
志
０
５

７
０
―
０
２
３
７
２
４
、（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ

の
支
援
の
問
い
合
わ
せ
志
０
５
７

０
―
０
３
３
８
４
０
）

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
特

産
品
開
発
な
ど
を
進
め
て
き
た
団

体
や
、
こ
れ
か
ら
進
め
よ
う
と
す

る
方
々
が
集
ま
っ
て
、
事
例
発
表

と
講
演
会
、
個
別
相
談
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
２５
日
㈮
午
後
１
時

半
―
５
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

集
会
室

□
内
容　

▽
特
産
品
開
発
・
販
売

の
事
例
報
告
＝
①
後
藤
妙
子
さ
ん

（
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山

岡
駅
長
）　

②
市
川
雅
美
さ
ん（
ハ

ン
ズ
武
並
）　

▽
講
演
会
＝
演
題

「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
・
特
産
品
開

発
戦
略
」、
講
師
「
田
中
章
雄
さ

ん
（
㈱
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究
所
・

代
表
取
締
役
）」　

▽
個
別
相
談
＝

特
産
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

に
つ
い
て
、
個
別
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

当
日
参
加
も

可
能
で
す
が
、
２
月
１８
日
㈮
ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー

ル
で
、
参
加
人
数
と
相
談
内
容
な

ど
を
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室

（
内
線
３
８
１
）
思
２
５
―
６
１
５

０
死k

ik
ak

u
@

city
.en

a.lg
.jp

　

１２
月
８
日
、
市
と
恵
那
警
察
署

は
「
恵
那
市
が
行
う
事
務
事
業
か

ら
の
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
意

書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

県
が
５
月
に
要
綱
を
定
め
て
、

暴
力
団
排
除
の
取
り
組
み
を
、
契

約
な
ど
の
事
務
事
業
に
も
拡
充
。

そ
れ
を
受
け
、
市
の
資
金
が
暴
力

団
に
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

合
意
書
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
合
意
書
に
よ
り
、
法
令
な

ど
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ

か
、
市
長
と
警
察
署
長
が
緊
密
に

連
携
す
る
た
め
の
必
要
な
事
項
を

定
め
、
情
報
交
換
や
支
援
、
協
力

な
ど
の
連
携
が
強
化
で
き
ま
す
。

　
　

財
務
課
管
財
係
（
内
線
３
５

５
）

市
税
の
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

２
月
２０
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時
１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
・

第
二
庁
舎
１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

●
自
分
の
強
み
や
能
力
に
気
づ
く

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

□
と
き　

２
月
１６
日
㈬
午
後
１
時

―
４
時
（
予
定
）

□
と
こ
ろ　

ジ
ン
チ
ャ
レ
！

東
濃

（
多
治
見
駅
前
プ
ラ
ザ
・
テ
ラ
４
階
）

□
講
師　

藤
本
梨
恵
子
さ
ん
（
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

□
対
象　

若
年
求
職
者
１５
人
（
要

予
約
）

□
料
金　

無
料

●
地
元
企
業
と
出
会
お
う
会

□
と
き　

２
月
１９
日
㈯
午
後
１
時

―
４
時
（
予
定
）

□
と
こ
ろ　

ジ
ン
チ
ャ
レ
！

東
濃

□
内
容　

拠
点
が
東
濃
・
中
濃
地

域
の
企
業
５
社
程
度
に
よ
る
合
同

説
明
会
（
ブ
ー
ス
で
参
加
者
と
個

別
で
会
社
説
明
や
面
談
を
実
施
）

□
対
象　

地
元
企
業
で
の
勤
務
を

希
望
す
る
一
般
求
職
者
と
新
卒
学

生
（
３
月
卒
業
予
定
者
）

□
料
金　

無
料

【
共
通
】

　
　
　
　

県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
（
岐
阜
）志
０
５
８
―
２
７

８
―
１
１
４
９
、（
東
濃
）志
０
５

７
２
―
２
５
―
０
０
５
７

□
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の

木
地
内
（
武
並
町
藤
）

□
分
譲
区
画
数　

３８
区
画

□
区
画
面
積　

２
０
６
平
方
㍍
―

２
７
２
平
方
㍍

□
区
画
分
譲
価
格　

３
８
６
万
円

―
５
１
２
万
円

※
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://

ju
k

o
.g

ifu
-d

jr.o
r.jp

/

）
　

を
参
照

　
　

県
住
宅
供
給
公
社
管
理
第
１

課
志
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
５

１

案
内

案
内

花
粉
症
対
策
の
た
め
の
治

療
器
具
を
導
入

セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
説
明
会

で
求
職
者
を
支
援

特
産
品
開
発
の
研
修
会
を

開
催

交
通
遺
児
へ
激
励
金
を
贈

り
ま
す

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
午
後

診
を
拡
大

口
蹄
疫
な
ど
の
病
原
体
を

持
ち
帰
ら
な
い
よ
う

休
日
納
税
相
談
を
開
催

問

問問

問

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
花
の
木
で

宅
地
を
分
譲
中

申
・
問

平
成
２２
年
市
内
の
火
災
と

救
急
の
件
数

問

問
地
デ
ジ
視
聴
の
た
め
の
低

所
得
者
支
援
の
拡
大

問

問

紹
介

暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め

の
合
意
書
を
締
結

問 申
・
問

申
・
問

▲締結した合意書を手にする
可知市長と服部署長

▲市立恵那病院の耳鼻いんこう科
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
の
み
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
、
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
思

い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」

も
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
公
的
年

金
制
度
で
す
。

　

国
内
在
住
で
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

で
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

●
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で

２０
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者

と
な
る
方
は
、
市
役
所
や
振
興
事

務
所
の
窓
口
で
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
平

成
２２
年
度

の
保
険
料
額
は
、

月
額
１
万
５
１
０
０
円
で
す
。

　

学
生
で
収
入
が
少
な
い
た
め
に

保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
方
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
所
得
が
な

い
学
生
の
本
人
申
請
で
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
学
生
以
外
で
自
営
業
者
の

方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
、
本
人
の
申
請
で
保
険
料
免
除

制
度
や
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
を
し
な
い
ま
ま

で
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
万
が
一
の
と

き
に
、
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課
年
金
係
（
内
線
１
４

４
）

□
職
種　

支
援
員

□
定
員　

若
干
名

□
受
験
資
格　

教
員
免
許
、
幼
稚

園
教
諭
、
保
育
士
資
格
の
い
ず
れ

か
と
、
普
通
自
動
車
免
許

※
３
月
取
得
予
定
者
も
可

□
勤
務
地　

市
内
の
公
立
小
中
学

校
・
公
立
幼
稚
園

□
勤
務
条
件　

賃
金
（
時
給
１
０

６
７
円
）
雇
用
保
険
に
加
入

□
申
し
込
み
方
法　

履
歴
書
と
資

格
証
の
写
し
を
持
参

□
締
め
切
り　

２
月
２５
日
㈮

□
採
用
日　

４
月
１
日
㈮

　
　
　
　

学
校
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
５
４
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
、
被
保
険
者
を
代

表
し
て
い
た
だ
く
委
員
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
資
格　

①
市
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と　

②
公
募

に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
市
の
他
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

□
定
員　

２
人

□
任
期　

４
月
１
日
㈮
―
平
成
２５

年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

□
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
市
民
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
市
民
課
か
各
振
興
事
務
所
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.city
.en

a.

lg
.jp

/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪

　
　
　
　

市
民
課
保
険
係
（
内
線

１
４
７
）

「五感で楽しむ広重」
「生誕１６０年記念　
　 郷土の画家　山本芳翠」

　　　　　 ２月２７日㈰まで

　広重の作品の前にじっと立ち止まっていると、さまざまな声

や音、香りまでもが伝わってきます。「五感」を研ぎ澄まし、

作品との対話を楽しんでみませんか。近くでじっくり見ると、

その手触りまでもが感じられるような版画ならではの表現が施

されています。

２月６日㈰、３月６日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料です。
当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください）

　　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重

「絵本手引草」より

　絵本・版本

□
任
期　

４
月
１
日
㈮
―
平
成
２４

年
３
月
３１
日

□
謝
礼　

月
額
３
０
０
０
円
（
支

払
い
は
前
期
と
後
期
の
２
回
）

□
締
め
切
り　

２
月
２８
日
㈪
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
む
。
応
募
者
が

多
数
の
場
合
は
、
住
居
の
場
所
な

ど
に
よ
り
、
水
道
課
で
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

水
道
課（
内
線
１
６
６
）

　

自
分
を
大
切
に
生
き
る
た
め

の
「 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン
」。

表
情
筋
を
鍛
え
、
リ
ン
パ
の
流
れ

を
改
善
す
る
具
体
的
な
実
技
指
導

を
受
け
て
、
表
情
が
豊
か
に
な
り

心
も
ス
ッ
キ
リ
。

　

毎
日
続
け
る
と
、
必
ず
結
果
が

確
認
で
き
る
方
法
を
伝
授
し
ま

す
。
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

３
月
２
日
―
２３
日
（
毎

週
水
曜
日
）
午
後
７
時
―
８
時
半

（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
棟
・
大

会
議
室

□
講
師　

河
田
と
し
子
さ
ん
（
中

部
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
講
師
）

□
定
員　

３０
人
程
度

□
持
ち
物　

大
き
め
の
手
鏡
、
筆

記
用
具

□
締
め
切
り　

２
月
２５
日
㈮

　
　
　
　

社
会
教
育
課
志
４
３
―

２
１
１
２
（
内
線
３
４
０
）

　

市
に
は
、
２９
カ
所
の
浄
水
場
が

あ
り
、
安
心
し
て
飲
め
る
水
質
を

確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の
監
視

と
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

合
わ
せ
、
配
水
池
の
系
統
ご
と
の

各
家
庭
で
、水
道
水
の
色
や
濁
り
、

残
留
塩
素
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い

た
だ
く
「
水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象　

水
道
水
の
利
用
者

□
定
員　

▽
大
井
町
、
長
島
町
、

東
野
、
三
郷
町
、
武
並
町
、
笠
置

町
（
河
合
、
毛
呂
窪
を
除
く
）
＝

１８
人　

▽
笠
置
町
河
合
＝
１
人　

▽
笠
置
町
毛
呂
窪
＝
２
人　

▽
中

野
方
町
＝
８
人　

▽
飯
地
町
＝
５

人　

▽
岩
村
町
＝
１０
人　

▽
山
岡

町
＝
１６
人　

▽
明
智
町
＝
１９
人　

▽
串
原
＝
８
人　

▽
上
矢
作
町
＝

５
人

□
内
容　

①
毎
日
１
回
、
水
道
水

の
色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
単

な
測
定
と
記
録　

②
異
常
時
の
通

報
や
水
道
課
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

の
回
答　

③
そ
の
他
、
水
道
に
関

す
る
モ
ニ
タ
ー

　この展覧会では、生誕地明智で

所蔵している地元資料などの展示

とともに、県美術館が所蔵する山

本芳
ほう

翠
すい

の名作で、日本近代洋画の

代表作の「浦島図」や、寄託され

ている「灯を持つ乙女」を展観し

ます。

山本芳翠

「灯を持つ乙女」（県美術館寄託）

「五感で楽しむ広重」

「生誕１６０年記念 郷土の画家 山本芳翠」

案
内

募
集

臨
時
職
員
（
小
中
学
校
と

幼
稚
園
の
支
援
員
）

２０
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

年
金
加
入
の
手
続
き
を

申問　：問い合わせ　　：申し込み

問

国
保
運
営
協
議
会
の
被
保

険
者
代
表
委
員

自
分
の
た
め
の 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
レ
ッ
ス
ン

募
集

水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー

申
・
問

申
・
問

▲水道水の残留塩素を検査

み
ん
な
の
掲
示
板

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
３
月
期
講
座
を

案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

３
月
１
日
、
８
日
、

１５
日
、
２９
日
（
火
曜
日
）
午
前

９
時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
講
座
】 

□
と
き　

３
月
３
日
、
１７
日
、

３１
日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
登
録

や
ツ
イ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
を
体

験
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
申
し
込
み
期
間　

２
月
１０
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
の
前

日
ま
で
。

　

初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
２

月
２１
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
の
可

否
は
、
２
月
２２
日
㈫
以
降
に
連

絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
を
開
催

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問
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